
今回の「開校 150 年記念コーナー」は、白鳥小学校との児童交流に関することです。 

「白鳥小学校との交流のはじまり」 

 昭和 47 年赤江小ＰＴＡ役員会の席で「PTA の役割

は環境整備だけでは駄目である。子どもたちの教育に

直接かかわろうではないか。赤江の子は井の中の蛙であってはならない。広くいろいろなものと交流

していく時代ではなかろうか。」との提案があり、「都会の子どもと農村の子どもが交流すればよりい

ろいろなことが勉強できる。学校教育では学ぶことができない体験ができるのではないか。」といった

話にまとまりました。 

早速、当時の小笹 PTA 会長、大江副会長、足立校長が、市 P 連研修会の講演講師で赤屋に滞在して

おられた元大阪教育大学教授の村田先生のもとを訪問し、都会の小学校との交流の仲介をお願いされ

ました。この提案は、村田先生の大学でのゼミに参加していた白鳥小の先生を通して、白鳥小の佐藤校

長に届くことになります。白鳥小では、「臨海学校か林間学校を行いたくましさや、協調性、忍耐力、

実践力といったバイタリティある子どもを育てたい」と考えており、この提案に共感できるところが

あったため、教職員、PTA 役員会で検討を重ね、交流相手として手を挙げられたそうです。 

 当時の赤江小の足立校長先生は「自分としては、責任問題、衛生面、教育委員会の規則、予算等受け

入れに関して不安があり、時期尚早と思っていたが、PTA 役員のあまりの熱意に心打たれ、やってみ

ようと決心した。」とあります。そして、昭和 48 年の夏、白鳥小の 6 年生たちが赤江の地を訪れ、以

降 50 年にわたる児童交流が始まりました。 

 当時の両校の子どもたちの教育にかける熱い思いが伝わってくるエピソードです。 

  

昭和 57 年には、白鳥小学校にて、赤江小と白鳥小の間で姉妹校縁組の契約が交わされました。 

 

 

6 月 1 日（水）に開催しましたフリー参観日には、ご多用の中たくさんの保護者の皆様にお出かけいた

だきました。ありがとうございました。1 学期の折り返し地点を過ぎ、これから学期末に向けて学習をし

っかり進めていく予定です。今後もご協力をよろしくお願いいたします。 

学校評議員会では、150 周年事業や今後の児童交流の在り方などについて、貴重なご意見やご助言をい

ただきました。ＰＴＡ運営委員の皆様や職員で検討し、今後の教育活動やＰＴＡ活動に活かしていきた

いと思います。 

フリー参観日＆学校評議員会 



  

今年度の学校評議員は、遠藤 教育後援会長 様、桑原 交流センター長 様、三島 青少年健全育成協

議会長 様、加藤 教育委員 様、景山 安来学園長 様、勝部 主任児童委員 様、二岡 ＰＴＡ会長 様で

す。お世話になります。よろしくお願いいたします。 

   

 

本年度、本校は文部科学省の「学校業務改善事業（学校の働き方改革）」のモデル校となりました。 

学校の業務改善は、学校の命である「授業」のための準備の時間や「生徒指導」など、子どもたちに向

き合う時間を生み出すために必要であり、また、教職員にとって、自らの働き方を見直し、健康で、働き

がいのある職場を目指すためのものです。 

このことは、これまで学校評議員会やＰＴＡ引継ぎ会、運営委員会などでお伝えしており、「休憩時間

に子どもと遊ぶ時間がある学校にしてください」「学校の忙しさが軽減されるように協力します」などの

言葉をいただいております。本校は、この機会に業務改善にチャレンジ精神で取組みます。保護者の皆様

に情報提供し、ご意見をいただきながら取組を進めてまいります。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

              今年も、皆様にお世話に様々な学習体験をさせていただいています。 

  

今年も４年生が、飯梨川の環境について学習しています。 

「学校業務改善モデル校」となりました 

ふるさと学習の様子から 



  

遠藤さんにお世話になって、1，2 年生がサツマイモの苗植えをさせていただきました。 

  

地域の皆様にお世話になり、学校近くの田んぼで 3 年生が田植えをさせていただきました。 

 

学校だより「ちまちだ」をカラーで 

～ホームページに載せています～ 


